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一
九
八
〇
年
代
に
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（postm

odernism

）
が
流
行
し
て

以
降
、
「
理
念
」
を
語
る
こ
と
は
嘲
笑
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
冷
戦
（Cold

W
ar

）
終
結
以
後
、
共
産
主
義
（com

m
unism

）
と
い

う
対
立
項
を
失
っ
た
新
自
由
主
義
（neoliberalism
）
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、

①
社
会
福
祉
は
軽
視
さ
れ
、
貧
富
の
差
は
拡
大
、
②
覇
権
国
家
ア
メ
リ
カ

の
国
際
秩
序
の
も
と
で
戦
争
が
行
わ
れ
、
③
地
球
の
生
態
系
は
回
復
不
可

能
な
ほ
ど
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
拙
著
『1960s

失
踪
す
る
ア
メ
リ
カ

―
安
部
公

房
と
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
の
比
較
文
学
的
批
評
』（
春
風
社
、
二
〇
二
二
年

一
二
月
）
で
行
っ
た
の
は
、
安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）
と
ポ
ー

ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
（Paul

A
uster,

1947-2024

）

の
ア
ナ
キ
ズ
ム
（anarchism

）

を
、
新
自
由
主
義
に
抵
抗
す
る
政
治
的
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
（alternative

）

と
し
て
提
示
す
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
拙
著
の
思
想
的
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
の
が
、
①

＝

・
サ
ル
ト
ル
（Jean-PaulSartre,

J

P

1905-1980

）

の
実
存
主
義
（existentialism

e

）
、
及
び
②
柄
谷
行
人
（
一
九
四
一

◎
書
評

三
宅
芳
夫
著

『
世
界
史
の
中
の
戦
後
思
想

―
自

由
主
義
・
民
主
主
義
・
社
会
主
義
』

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

年
―
）
の
、
自
由
な
諸
個
人
に
よ
る
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（association

）

論
で
あ
っ
た
が
、
サ
ル
ト
ル
や
柄
谷
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
多
大
な
示

唆
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
、三
宅
芳
夫
氏
の
御
著
書
『
知
識
人
と
社
会

―

＝

・
サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
政
治
と
実
存
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
五

J

P

月
）
、
及
び
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
冷
戦
の
は
ざ
ま
で

―
戦
後
思
想
の
胎
動

と
形
成1930 -1960

』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）
で
あ
っ
た
。

「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
に
は
還
元
さ
れ
得
な
い
左
翼
思
想
を
考
察
す

る
上
で
も
、
三
宅
氏
の
御
研
究
は
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
目
指
す
た

め
の
稀
有
な
「
羅
針
盤
」
と
し
て
存
在
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

本
書
『
世
界
史
の
中
の
戦
後
思
想

―
自
由
主
義
・
民
主
主
義
・
社
会

主
義
』（
地
平
社
、
二
〇
二
四
年
四
月
）
で
は
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
「
国
際
冷

戦
レ
ジ
ー
ム
」
に
抵
抗
し
た
「
戦
後
思
想
」
が
「
世
界
史
」
的
コ
ン
テ
ク

ス
ト
（context

）
か
ら
分
析
さ
れ
て
お
り
、
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
冷
戦
の
は
ざ

ま
で
』
の
「
姉
妹
編
」（
二
七
六
頁
）
を
成
す
も
の
と
し
て
地
平
社
か
ら
出

版
さ
れ
た
。
地
平
社
は
、
岩
波
書
店
の
論
壇
誌
『
世
界
』
の
編
集
長
を
務

め
ら
れ
て
い
た
熊
谷
伸
一
郎
氏
に
よ
っ
て
、「
民
主
主
義
の
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
の
独
立
し
た
メ
デ
ィ
ア
」
を
目
指
し
て
二
〇
二
四
年
一
月
に
設
立
さ

れ
た
、
新
た
な
出
版
社
で
あ
る
（
「
編
集
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
地
平
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、https://chiheisha.co.jp/kum

agai/

）
二
〇
二
四
年
八
月
二
七
日
参
照
）
。
地
平
社

で
は
、
論
壇
誌
『
地
平
』
が
二
〇
二
四
年
六
月
に
創
刊
さ
れ
る
な
ど
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（journalism

）

と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
（academ

ism

）

を
柱
に
し

た
出
版
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
に
国
家
権

力
か
ら
独
立
し
た
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
強
ま
る
だ
ろ

う
。
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そ
れ
で
は
次
に
、
本
書
の
内
容
を
章
ご
と
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
本
書
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
示
し
た
序
章
を
詳
細
に
検
討
し
た

い
。
序
章
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
自
由
主
義
」(liberalism

)

、
「
民
主

主
義
」（dem

ocracy

）
、
「
社
会
主
義
」（socialism

）

の
関
係
性
を
歴
史
的
に

考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
で
は
「
自
由
民
主
主
義
」（liberaldem

ocracy

）

と
い
う
よ
う
に
「
自
由
主
義
」
と
「
民
主
主
義
」
は
重
な
り
合
う
も
の
と

し
て
語
ら
れ
る
が
、
元
来
、
両
者
は
相
反
す
る
概
念
で
あ
っ
た
。

・
ウ

I

ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
（Im

m
anuel

W
allerstein,

1930-2019

）

の
「
世
界
シ
ス

テ
ム
論
」（W

orld-System
s

Theory
）
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
は
「
自
由
主

義
」
の
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
は
平
等
を
志
向
す
る
「
民
主
主
義
」
と
は
対

立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
（W

W
II,

1939-1945

）
後
、「
自
由

主
義
―
民
主
主
義
体
制
」
が
形
成
さ
れ
、
主
権
在
民
に
そ
の
基
本
を
置
く

「
民
主
主
義
」
に
対
し
て
、
「
自
由
主
義
」
が
一
定
の
譲
歩
を
行
う
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
背
景
に
「
社
会
主
義
」
か
ら
の
異
議
申
し
立
て

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
三
〇
頁
）
。

ま
た
、
「
資
本
主
義
」（capitalism

）

を
「
搾
取
の
シ
ス
テ
ム
」
と
捉
え

る
な
ら
ば
、
「
社
会
主
義
」
と
は
、
「
共
産
主
義
」（com

m
unism

）

＝
「
自

由
な
し
の
平
等
」
で
も
、
「
自
由
主
義
」
＝
「
平
等
な
し
の
自
由
」
で
も

な
い
「
自
由
に
し
て
平
等
」
を
提
示
す
る
も
の
と
な
る
（
三
六
―
三
七
頁
）
。

本
書
で
は
、
①
個
の
自
由
、
②
死
刑
廃
止
、
③
反
軍
国
主
義
を
主
張
し
た
、

＝

・
プ
ル
ー
ド
ン
（Pierre

Joseph
Proudhon,

1809-1865

）

ら
の
「
個
人

P

J

主
義
的
社
会
主
義
」
や
「
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ム
」

（anarcho-syndicalism

）
、
狩
猟
採
集
民
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
（Bushm

an

）
の
流
動

的
な
バ
ン
ド
社
会
（band

society

）
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受

け
継
ぐ
の
が
、
本
書
で
提
示
さ
れ
る
「
二
一
世
紀
の
社
会
主
義
」
な
の
で

あ
り
、
「
自
由
に
し
て
平
等
」
と
い
う
「
希
望
」
を
目
指
す
上
で
指
針
と

な
る
の
が
、

＝

・
サ
ル
ト
ル
や

・
デ
リ
ダ
（Jacques

D
errida,

J

P

J

1930-2004

）
ら
の
思
想
で
あ
る
（
五
五
―
五
六
頁
）
。

第
一
章
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
自
由
主
義
」
／
「
民
主
主
義
」
を

「
世
界
シ
ス
テ
ム
論
」
的
視
座
か
ら
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
国
際
冷
戦
レ
ジ
ー
ム
」
に
お
い
て
、「
民
主
主

義
」
と
「
平
等
」
を
掲
げ
る
東
側
に
対
し
、
北
＋
西
側
（
自
由
主
義
）
は

労
働
者
層
・
中
間
層
の
支
持
を
得
る
た
め
福
祉
国
家
体
制
（
民
主
主
義
）
を

受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
七
〇
年
代
中
頃

に
始
ま
る
「
新
自
由
主
義
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」（neoliberal

globalism

）

に
よ

る
世
界
的
再
編
に
よ
り
、「
自
由
主
義
」
／
「
民
主
主
義
」
の
同
盟
に
亀

裂
が
生
じ
る
。
こ
の
流
れ
は
経
済
学
的
に
は
、「
新
古
典
派
」（neoclassical

econom
ics

）
→
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
」（K

eynesian
econom

ics

）
→
「
古
典
的
自

由
主
義
」（classical

liberalism

）
へ
の
回
帰
、
と
い
う
流
れ
と
一
致
す
る
。

第
二
章
で
は
、「
第
三
世
界
」（Third

W
orld

）
に
よ
る
「
国
際
冷
戦
レ
ジ

ー
ム
」
へ
の
抵
抗
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
冷
戦
期
に
ソ
連
に
対
し
て
工
業
力

や
軍
事
力
に
お
い
て
圧
倒
的
に
優
位
に
立
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ア

メ
リ
カ
は
ソ
連
を
危
機
と
し
て
表
象
（represent

）
す
る
こ
と
で
、
世
界
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
覇
権
国
家
を
目
指
す
。
「
第
三
世
界
」
と
は
汎
ア
フ
リ

カ
会
議
（Pan-A

frican
Congress

）
や
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
（A

sian-A
frican

Conference
）
と
い
っ
た
反
植
民
地
主
義
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
育
ま
れ

た
国
際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
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「
国
際
冷
戦
レ
ジ
ー
ム
」
へ
の
抵
抗
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
①
C
I
A

に
よ
る
工
作
、
②
軍
部
ク
ー
デ
タ
に
よ
る
政
府
転
覆
を
通
し
て
巻
き
返
し

を
図
る
。
こ
の
過
程
で
コ
ン
ゴ
で
は
ル
ム
ン
バ
（Patrice

Lum
um

ba,

1925-1961
）

が
拷
問
・
殺
害
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
一
九
六
五
年
に

多
く
の
共
産
党
員
が
虐
殺
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
を
覇
権
国
家
と
す
る
「
新

自
由
主
義
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
と
は
、
「
新
し
い
植
民
地
主
義
」
の
継
続

に
過
ぎ
な
い
（
九
〇
頁
）
。

第
三
章
で
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
両
端
（
日
仏
英
）
の
戦
後
思
想
が
、

い
か
に
戦
中
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
（fascism

）

と
の
対
決
の
中
で
生
ま
れ
た
か

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
は
、

＝

・

J

P

サ
ル
ト
ル
や
シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
（Sim
one

de
Beauvoir,

1908-1986

）
、
英
語
圏
で
は

・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
（Eric
H

obsbaw
m

,1917-2012

）

E

や

・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（Raym

ond
W

illiam
s,

1921-1988

）

の
名
が
挙
げ
ら

R
れ
る
。
日
本
語
圏
で
は
、
多
く
の
思
想
家
が
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
逮

捕
・
留
置
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
「
第
一
世
代
」（
埴
谷
雄
高
、
久
野
収
、
椎
名

麟
三
、
都
留
重
人
、
武
田
泰
淳
、
荒
正
人
、
丸
山
眞
男
、
野
間
宏
、
大
西
巨
人
）
、
フ

ァ
シ
ズ
ム
へ
の
組
織
的
抵
抗
が
一
九
三
三
―
一
九
三
四
年
頃
に
崩
壊
し
た

の
ち
の
「
第
二
世
代
」（
日
高
六
郎
、
堀
田
善
衛
、
加
藤
周
一
、
中
村
真
一
郎
、
福

永
武
彦
、
白
井
健
三
郎
、
加
藤
道
夫
、
芥
川
比
呂
志
）
が
文
学
・
思
想
・
政
治
を

横
断
し
な
が
ら
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
刺
激
的
だ
。
本
書
で
は
「
戦
後
思
想
」

が
①
「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
の
距
離
（
九
八
頁
）
、
②
植
民
地
独
立

を
求
め
る
朝
鮮
人
や
中
国
人
と
の
交
流
（
一
〇
七
頁
）
か
ら
論
じ
ら
れ
て
お

り
、
特
筆
に
値
す
る
。
特
に
、
荒
正
人
（
一
九
一
三
―
一
九
七
九
年
）
ら
『
近

代
文
学
』
グ
ル
ー
プ
へ
の
評
価
は
文
学
研
究
者
に
と
っ
て
極
め
て
示
唆
に

富
む
。
例
え
ば
、
荒
は
朝
鮮
人
作
家
、
金
史
良
（
一
九
一
四
―
一
九
五
〇
年
？
）

を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
作
家

・
ベ
ケ
ッ
ト
（Sam

uelBeckett,1906-1989

）

S

と
比
較
し
て
い
る
（
一
〇
八
頁
）
。
花
田
清
輝
（
一
九
〇
九
―
一
九
七
四
年
）
やE

・

・
サ
イ
ー
ド
（Edw

ard
W

adie
Said,

1935-2003

）

に
よ
る

・
カ
ミ
ュ

W

A

（A
lbert

Cam
us,

1913-1960

）

の
『
異
邦
人
』（L'Étranger,

1942

）
論
と
同
じ

く
、
植
民
地
文
学
の
視
座
か
ら
西
洋
文
学
と
の
比
較
を
行
っ
た
本
章
は
、

比
較
文
学
的
に
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

第
四
章
・
第
五
章
で
は
、
「
戦
後
改
革
」
お
い
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

た

・
ノ
ー
マ
ン
（H

erbert
N

orm
an,

1909-1957

）

の
功
績
が
詳
細
に
論
じ

H
ら
れ
て
い
る
。
加
藤
周
一
（
一
九
一
九
―
二
〇
〇
八
年
）
、
鶴
見
俊
輔
（
一
九
二

二
―
二
〇
一
五
年
）
ら
の
戦
後
思
想
は
、
そ
の
後
、
大
江
健
三
郎
（
一
九
三
五
―

二
〇
二
三
年
）
や
小
田
実
（
一
九
三
二
―
二
〇
〇
七
年
）
ら
の
戦
後
民
主
主
義
に

受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
戦
後
思
想
が
登
場
す
る

前
提
条
件
と
な
っ
た
の
が
、「
敗
戦
」
と
「
戦
後
改
革
」
＝
「
戦
後
革
命
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
戦
後
改
革
」
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部

（SCA
P/G

H
Q

）
に
参
加
し
た

・
ノ
ー
マ
ン
（H

erbert
N

orm
an,1909-1957

）

H

ら
太
平
洋
問
題
調
査
会
（IPR

）
の
「
若
き
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
た
ち
」（
一
二

八
頁
）
だ
っ
た
。
日
本
に
生
ま
れ
た
ノ
ー
マ
ン
は
カ
ナ
ダ
か
ら
英
国
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（Trinity

College

）
、
米
国
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
燕
京
研
究
所
（H

arvard–Y
enching

Institute

）

に
留
学
し
て
お
り
、

平
和
主
義
的
左
派
が
拡
大
し
て
い
た
「
赤
い
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」
に
お
い
て

ラ
デ
ィ
カ
ル
化
す
る
（
一
三
九
―
一
四
〇
頁
）
。
都
留
重
人
（
一
九
一
二
―
二
〇

〇
六
年
）
ら
と
の
交
流
も
あ
っ
た
ノ
ー
マ
ン
を
中
心
と
し
て
、

・
マ
ッ

D
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カ
ー
サ
ー
（D

ouglas
M

acA
rthur,1880-1964

）
の
意
図
と
は
反
す
る
形
で
、「
戦

後
改
革
」
は
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
呼
応
す
る
形
で
日
本
の
労
働

運
動
・
女
性
解
放
運
動
・
農
民
運
動
が
活
発
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
戦

後
改
革
」
は
ア
メ
リ
カ
に
「
押
し
付
け
ら
れ
た
」
も
の
で
は
な
く
、
内
発

的
に
も
日
本
の
支
配
層
に
「
押
し
付
け
ら
れ
た
」
も
の
な
の
で
あ
る
（
一

六
二
頁
）
。
こ
の
点
で
、
第
五
章
で
非
常
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
日

本
国
憲
法
」
の
制
定
過
程
、
「
教
育
基
本
法
」
の
成
立
過
程
は
、
今
後
、

憲
法
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
必
読
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
明
治
憲
法
以

上
に
天
皇
制
へ
の
統
合
装
置
を
果
た
し
た
の
が
「
教
育
勅
語
」
で
あ
っ
た

（
一
八
七
頁
）
。
だ
か
ら
こ
そ
、
第
一
次
安
倍
政
権
下
で
「
教
育
基
本
法
」

の
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
右
派
勢
力
に
と
っ
て
は
日
本
国
憲
法
改
正
の

リ
ハ
ー
サ
ル
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
一
九
〇
―
一
九
一
頁
）
。

六
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
歴
史
家
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ

ボ
ー
ム
（Eric

H
obsbaw

m
,

1917-2012

）

で
あ
る
。

・
ノ
ー
マ
ン
と
同
じ

H

く
「
赤
い
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」
に
お
い
て
学
ん
だ
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
は
、
「
マ

グ
レ
ブ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
」
論
を
最
初
の
研
究
テ
ー
マ
に
選

ぶ
。
こ
の
背
景
に
イ
ン
ド
な
ど
植
民
地
か
ら
の
留
学
生
と
の
交
流
が
あ
っ

た
こ
と
は
興
味
深
い
（
二
三
九
頁
）
。
ま
た
、

・
バ
ル
ト
（Roland

Barthes,

R

1915-1980

）

や

＝

・
サ
ル
ト
ル
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
左
派
知
識
人
と

J

P

の
交
流
は
、
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
の
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
（Stalinism

）
と
の
距
離

の
置
き
方
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
（
二
五
四
―
二
五
五
頁
）
。
ホ
ブ
ズ
ボ
ー

ム
の
『
極
端
な
時
代
』（Age

of
Extrem

es:
the

Short
Tw

entieth
C

entury,

1914-1991,1994

）
で
は
、「
資
本
主
義
」
に
内
在
す
る
欠
陥
と
し
て
、
①
「
地

球
生
態
系
へ
の
負
担
」、
②
「
格
差
と
貧
困
の
拡
大
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

た
（
二
五
七
―
二
五
八
頁
）
。『
極
端
な
時
代
』
で
は
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」

（avant-garde

）

の
問
題
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
高

度
消
費
社
会
に
お
い
て
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
サ
ブ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
」
へ
と
転
落
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
本
章
で
は
、

世
界
の
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」（International

）
た
ち
と
交
差
し
た
「
野

生
の
前
衛
」（avant-garde

sauvage

）

の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
（
二
五
八

頁
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
政
治
性
を
取
り
戻
し
た
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル

ド
」
の
可
能
性
だ
ろ
う
。

第
七
章
で
は
、
戦
中
・
戦
後
に
一
貫
し
て
植
民
地
主
義
を
批
判
し
続
け

た
思
想
家
、
日
高
六
郎
（
一
九
一
七
―
二
〇
一
八
年
）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

植
民
地
・
青
島
に
生
ま
れ
た
日
高
は
、
「
マ
ル
ク
ス
を
尊
敬
す
る
非
マ
ル

ク
ス
主
義
者
」（
二
七
二
頁
）
と
し
て
、
①
憲
法
制
定
過
程
で
在
日
朝
鮮
人
・

中
国
人
の
権
利
が
剥
奪
さ
れ
た
こ
と
を
批
判
し
、
②
『
近
代
文
学
』
同
人

と
し
て
「
個
の
自
由
」
を
尊
重
し
た
「
社
会
主
義
」
の
可
能
性
を
提
示
し

た
。以

上
の
よ
う
に
、
本
書
は
「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
に
は
還
元
さ
れ

得
な
い
左
翼
思
想
の
立
場
か
ら
戦
後
思
想
を
論
じ
た
、
稀
有
な
エ
ク
リ
チ

ュ
ー
ル
（écriture

）
と
な
っ
て
い
る
。「
自
由
に
し
て
平
等
」
の
「
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
目
指
す
「
個
人
」
に
と
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
の
テ
ク
ス
ト

と
同
様
、
本
書
は
「
希
望
」
に
満
ち
た
羅
針
盤
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

■
目
次

ま
え
が
き

序
章

自
由
主
義
・
民
主
主
義
・
社
会
主
義
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１

自
由
主
義

２

民
主
主
義

３

民
主
主
義
と
社
会
主
義

４

社
会
民
主
主
義
の
分
裂
と
共
産
主
義
の
呪
縛

５

二
一
世
紀
の
社
会
主
義

第
一
章

自
由
主
義

―
民
主
主
義
体
制
の
終
焉
？

１

自
由
主
義

２

自
由
主
義
と
民
主
主
義
の
歴
史
的
妥
協

３

自
由
主
義
と
資
本
主
義

―
世
界
シ
ス
テ
ム
論
的
視
点
か
ら

４

民
主
主
義
へ
の
譲
歩

５

二
〇
世
紀
に
お
け
る
自
由
主
義
と
民
主
主
義
の
同
盟

６

同
盟
の
終
焉
か
、
あ
る
い
は
？

第
二
章

国
際
冷
戦
レ
ジ
ー
ム
と
第
三
世
界

第
三
章

戦
後
思
想
の
胎
動
と
誕
生
一
九
三
〇

―
一
九
四
八

１

戦
後
思
想
の
「
兄
」
た
ち

―
「
京
都
学
派
左
派
」
と
文
学
者

た
ち

２

戦
中
の
戦
後
思
想
家
た
ち

３

敗
戦
・
民
主
化
と
戦
後
思
想
・
戦
後
文
学
の
叢
生

４

冷
戦
の
「
は
じ
ま
り
」
と
「
戦
後
」
の
終
わ
り

第
四
章

敗
戦
と
戦
後
革
命

１

戦
後
民
主
主
義
と
戦
後
思
想

２

思
想
家
た
ち

３

初
期
占
領
方
針

―
一
九
四
五
年
九
月
二
六
日
ま
で

４

戦
後
改
革
＝
戦
後
革
命

５

日
本
社
会
の
状
況

第
五
章

日
本
国
憲
法
の
制
定
と
東
ア
ジ
ア
熱
戦

１

日
本
国
憲
法
の
制
定

―
革
命
か
ら
改
革
へ

２

｢

平
和
主
義
」
の
前
提
と
し
て
の
米
軍
沖
縄
基
地

３

教
育
基
本
法

―｢

教
育
の
憲
法
」

４

戦
後
思
想
の
前
景
化

５

朝
鮮
半
島
の
「
内
戦civil

w
ar

」
か
ら
ア
ジ
ア
の
「
熱
戦
」
へ

第
六
章

越
境
す
る
世
界
史
家

―
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
論

１

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ベ
ル
リ
ン

２

グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
か
ら
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
へ

３

｢

赤
い
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」

４

世
界
戦
争

５

冷
戦
と
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ

６

フ
ラ
ン
ス
へ
の
愛
と
決
別

７

新
自
由
主
義
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
抗
し
て

第
七
章

二
〇
世
紀
を
生
き
抜
き
、
思
考
し
た
東
ア
ジ
ア
の
思
想

家

―
日
高
六
郎
論

１

植
民
者
と
し
て

２

憲
法
第
一
〇
条
、「
国
籍
条
項
」
に
つ
い
て

３

自
由
と
社
会
主
義

あ
と
が
き

二
〇
二
四
年
四
月

地
平
社

二
八
八
頁

二
八
〇
〇
円
＋
税
）

（
九
州
女
子
大
学
人
間
科
学
部
心
理
・
文
化
学
科
専
任
講
師
）


